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1.問題の所在
1980年代の終わり頃から日本に構成主義に基づく理科学習論が広がりを見せるこ
ととになった. この構成主義的学習論はその哲学的な支えとして規約主義的な科学観に
立脚し,科学それ自体を捉える捉え方に大きな変換がもたらされている. ところで,日
本における構成主義的な理科学習論の1つの契機としては,ニュージーランドにおける
カリキュラム改革とその理念的支えとなったロジャー・オズポーン(RogerOsborne)ら
のLISP(理科学習プロジェクト)をあげることができようCDこれは1979年から
1985年にかけて、ワイカト大学教育研究センターにおいて,子どもの科学概念形成
やそれにかかわる理科カリキュラム、学習指導方法を研究したものである. ニュージー
ランドではこれらの成果が、1985年の初等教育シラバスの改訂をはじめ、それに続
く中等教育段階における1990年のF1-5ドラフトシラバスの改訂、それらを総合
して初等・中等理科教育の一貫性を意図した1992年の全国共通カリキュラムに生か
され、構成主義的観点に則ったカリキュラム改革が実施されてきたC2>
そこで,本研究では,構成主義的な理科学習論がすでにカリキュラム開発に生かされ
ているニュージーランドとその導入が模索されている日本の理科教師の科学に対する捉
え方を対比させることにより,日本の理科教育の問題点を探ってみたい.
2.研究方法
本研究の基礎データについては,日本側理科教師のものは兵庫教育大学に在学する大
学院生(1993年度「理科教育課程論」履修生)49名から,また,ニュージーラン
ド側の理科教師のものは,共同研究者の1人がニュージーランドのカリキュラム調査に
おいて現地でアンケートの承諾を得られた35名からのものである. したがって,本
データが両国を完全に代表するものではないことを最初にお断りしておく. 調査日時は
日本側1993年9月,ニュージーランド側は1993年3月である. 質問内容は以下
の通りであり,回答方法は自由記述法によって行われた.
1:自然現象や科学的な概念に対 して、子どもたちは自分の考えや信念を教室の中にも
ち込んでいると思いますか、それとも白紙の状態でいると思いますか.また、なぜ
あなたはそう思うのですか.
2:科学における最も重要な理念は何だと思いますか.
3:理科教育における最も重要な理念は何だと思いますか.
4:なぜ理科教育は必要だと思いますか. (日本側のみ)
3.調査結果と考察
3.1分析対象となった理科教師
日本:49名(男:45女:4)千葉県、神奈川県、静岡県、愛知県、岐阜県、
滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、兵庫県、鳥取県、山口県、熊本県出身者
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平均年齢36. 7才(MIN. 25MAX. 56)
平均経験年数13. 6年(MIN. 3MAX. 36)
ニュージーランド:35名(男:26女:9)オークランド、ハミルトン、ワン
ガメイ、ニュープリマス、ウェリントン出身者
平均年齢39. 5才(MIN. 28MAX. 58)
平均経験年数14. 7年(MIN. 4MAX. 30)
3.2調査結果並びに考察
3.2.1調査問題:
1:自然現象や科学的な概念に対して、子ともたちは自分の考えや信念を教室の中にもち
込んでいると思いますか、それとも白紙の状態でいると思いますか.また、なぜあな
たはそう思うのですか.
(1)応答結果:
【日本の理科教師】
1)子ともたちは自分の考えや信念を教室の中にもち込んでいると答えた教師は、41
人の回答者のうち22人であった. その理由としては次のようなものかあげられてい
る:
・「生活体験や勘のようなものでも自分なりにもっている. 」(J41;8;1)(3)
・「自分の経験したことをもとに推論するから. 」(J22;36;1)
「問題解決学習を行う上で、白紙の状態では考えていくことができない. 」(J4
8;7;1)
2)日放の状態でいると答えた理科教師は8人であった. その理由としては次のような
ものがあげられている:
「中学校での理科は単に受験科目の一つとしてしか考えず、受験科目であるが故に学
習に参加しているといった状態である. 科学に対する考えや信念などは評価外であり、
受験科目外と考えている. 」(J4;12;2)
・「生徒は高校進学を考え、テストの正しい答えを書けるようにすることで精一杯であ
り、その正しい答えを得るためには自分の考えを教室にもち込んではマイナスである
と考えているから. 」(J45;16;2)
3)どちらとも嘗えないと答えている理科教師は11人であった. その理由としては次
のようなものかあげられている:
・「ケースバイケースでどちらともいえない. 」(J49;15;1)
「大方は白紙に近いと思うが、一部には自分の考えをもった子もいる. 」(J13;
14;1)
・「個人によって違う. 学習場面で自分の生活から考える子もいれば、そうでない子も
いる. 」(J25)
【ニュージーランドの理科教師】
1)この質問に回答した22名の教師会見が、子どもたちは自分の考えや信念を教室の中
にもち込んでいると答えていた. その理由としては次のようなものがあげられてい
る:
Allpeoplebringtheirownbeliefsetc.「すべての人間は自分の信念等をもって生きてい
る. 」(N33;8;2,3)
'uleirfamily,friends,peopleintheirimmediateenvironmentandactivitiesaswellasthemedi
aalleffectthemvirtuallyfromthedaytheyareborn.
「生徒たちの家族や友人やまわりに
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いる人々、メディアや活動等すべてが、彼らが生まれたその日から実際に影響を与え
ている. 」(N27;29;2,3)
Ofcourse!Becausetheyarehumanswithideasso
theymustcomewiththeseideas.Muchresearchhas
shownittobeso.「もちろん! なぜなら生徒たちはアイデアをもった人間であり、
だからこれらのアイデアをもち込んでいるはずだ. 多くの研究調査がこのことを証明
している. 」(N23;ノ10;2,3)
Teachingonlymodifieswhatstudentsalreadybringintotheclassroom.「教授は生徒たちが
教室の中に既にもち込んできているものを修正するにすぎない. 」(N21;9;
3)
Theclassroomisaverysmalltuneoftheirlife.Mostid asw llbeformulatedduringeveryda
yactivitiesandobservations.「授業は生徒たちの生活のほんの一部にすぎない. ほとん
どのアイデアは日常の活動や観察を通して形成される. 」(N20;9;3)
Studentshavelotsofprierknowledge.Sciencevspresenteverywhereandconfrontsthepupils
everyday.They'dpickupideas丘ombooks,T.V.andothersaswellasmaketheirown
reasoning.「生徒たちはたくさんの既有の知識をもっている. 科学はどこにでも存在
し、生徒たちは日常生活で直面している. 生徒たちは本やテレビや他の物から自分た
ちの意味付けをするものとしてとり上げている. 」(Nl9;4;2,3)
(2)考察
日本の理科教師の回答者の約半分が子どもたちは自分の考えや信念を教室の中にもち込
んでいると答えており、約4分の1がもち込んでいないというタブララサ仮説を信じてい
る.そして,残り約4分の1がどちらとも言えない、あるいは,考えてもみたことがない
と回答している. これに対して,ニュージーランドの教師は全員が持ち込んでいると回答
している.この調査結果は. ニュージーランドの教師たちの間に構成主義理論の基本とな
るタブララサの否定の考え方がよく浸透しているといえる.
3.2.2調査問題:
2 :科学における最も重要な理念は何だと思いますか.
(1)応答結果:
【日本の理科教師】
この質問に回答した31名の教師の意見として、次のようなものがあげられている
1)構成主義理鎗とその基盤となる科学観
なし.
2)実征主義・麓験主義的科学社
「実証.」 (JIO18;1、J
「真理の追求.」 (J 1ill 5
「真理の探究.」 (J16;9;3、
40;9;2)
3、J24;13;2)
、J21;17;3)
7;1)
「真実を追求すること.」 (J 25
「普遍性.」(J22;36;1)
「対象物をありのままに観ること.イデオロギーを閑与させないこと」(J1;1
4;3)
3)自然社
「自然や命の尊さを考えている.」(J2;ll;2)
・「自然から学ぶこと.」(J7;10;1)
「自然現象を客観的に見る冷静な視点を作っていくこと.」(J8;14;3)
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「自然(自然界のあらゆる現象)を知る.人間以外の生命体(動植物)とのかかわ
りの中で人間を考えること. 探究心. 」 (∫ 13
「自然とともに生きる. (自然観察・自然理解)
4)その他
14;1)
」(J19; 13;1)
「グローバルに自由に事物や現象をとらえること.」(J46;10;2)
「興味を持たせること.」(J4;12;2)
【ニュージーランドの理科教師】
この質問に回答した19名の教師の意見として、次のようなものがあげられている:
1)構成主義理絵とその基盤となる科学観
Constructivism-(Driver,Bell,Biddulph,Osborne,Kelly,Piaget)「構成主義-(ドライ
バー、ベル、ビダルフ、オズポーン、ケリー、ピアジェ)」(N4;ll;1)
Thatideasbetestedandevaluatedincontext.Chil renshouldb assistedtoimprove(develop
/change)theirscientificviews.「コンテキストの中でアイデアを試したり評価したりす
る.子どもたちは彼らの科学的な見方を改善し、発展させ、変えるように支援される
べきである.」(N2;12;3)
Explorechildren's'world,nottheworld.「科学の世界ではなく、子どもたちの世界を
探究する」(N35;5;2,3)
Findingoutthetruthaboutchildren'sworld.「子どもたちの世界についての真理を探
す」(N30;15;2,3)
Theideasthatstudentsbringintotheclassroomareimportant.Scienceiseverywhere.「子ど
もたちが教室の中に持ち込んでくるアイデアが大切である.科学はどこにでもあるも
のである.」(N21;9;3)
2)実証主義・麓験主義的の科学観
Toseektruth.「真理の探究」 (N 1 0 ;SME
Learn by experimenting 「実験によって学ぶ.
3)その他
;3)
」(Nl;ll;1)
Todevelopanawarenessofthephysicalandbiologicalworldaroundusandtoencouragean
inquiringmindtowardsit.「私たちを取りまいている物理的、生物的世界に対する認識
を発達させ、それに対する探究心を奨励させる.」(N24;ll;2,3)
Toencouragestudentstothink,seekandaskabouteverythingaroundthem.「生徒たちを取
りまいているすべてのものについて考え、探究し、疑問を持つことを奨励する.」
(N33;8;2,3)
(2)考察
両国とも初等教育中学年までは全科担任の教師が子どもたちに理科を教えているが、
初等教育高学年から理科を専門とする教師が担当する傾向にある.分類した回答を見る
と、科学の理念という言葉の解釈が両国で多少異なっているのではないかと考えられる.
これは、ニュージーランドの理科教師に、知識や技能の体系としての科学ではなく、学
習者の世界において構築する科学という意味での記述が多く見られるのに対して、日本
では,科学的自然観や人間をとりまく自然の理解という意味での東洋的自然観について
述べた理科教師が多かった.
3.2.3調査問題:
3 :理科教育における最も重要な理念は何だと思いますか.
(1)応答結果:
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【日本の理科教師】4
この質問に回答した34名の教師の意見として、次のようなものがあげられている:
I)鼓験主義的科学観
・「ありのままに観て、それを分析、総合等する能力を育てること. 」(J1;1
4;3)
「予想を立て、実験や観察を行い、法則などを見つけること. 」(J41;8
1)
「子どもたち一人ひとりが自然科学的考え方に基づいて、実験や観察を通じて思考
を深める. 」(J25;7;1)
「具体からの出発、あるいは具体への帰着. 」(JIO;18;1)
「観察し、考える力を育てる. 」(J16;9;3)
「科学に対する興味関心づけ. 基礎的な法則、科学的概念の習得. 」(J20;
3:1)
「知識を教えるのではなく、実験や観察を通して学習すること. 」(J29;1
0;1)
「創造、研究の継続. 真実を知らせ教える. 」(J34;20;3)
2)自然教育
「自然を探究することのおもしろさを味わうこと. 」(J43;24;2)
「自然から学ぶこと. 」(J7;10;1)
「人間と自然現象とのかかわりについて理解を深めていくこと. 」(J8;14;
3)
「自然や科学への生徒の関心を引き出す. 」(Jll;15;3)
「身の回りの現象に関心を持ち、解明しようという態度を育成すること. 自然界か
ら生き方を学ばせること. 」(J42;13;2)
・「自然の事物や現象と人間とのかかわりをいかにとらえるかを子どもたちに知らせ
ること. 」(J13;14;1)
・「自然とともに生きることができるようにすること.
・「子どもに自然に興味を持ってかかわらせること. 」
「自然をとらえるセンスを身につけること. 」(J3
」(J19;13;1)
(J26;16;1)
12;2)
3)その他
「なぜという疑問を持ち、探究していく生徒づくり. 」(J31;14;2)
「五感で感じたことから、なぜだろう、不思議だなあという気持ちを持たせるこ
と. 」(J45;16;2)
【ニュージーランドの理科教師】
この質問に回答した20名の教師の意見として、次のようなものがあげられている:
I)構成主義的科学観
Tryyourideasout.「自分のアイデアを試す. 」(Nl;11;1)
Tolinknewlearningwithexistingknowledgeorschemaheldbythestudents.「新しい学習
を子どもたちの持っている既有の知識やスキーマとリンクさせる. 」(N4;11;
1、1
Givingstudentstheskillstolearnabouttheirworldtohelpthembuildupabodyofusefulk
nowledgethatwillhelpthemintheirfuturelives.「生徒たちの将来に役に立つ知識の体系
を構築することを支援するために彼らの世界について学習するための技能を与え
る. 」(N25;7;2,3)
2)その他
Stimulateinquiry.「探究心を刺激する. 」(NI0;30;3)
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Naturalcuriositybeingenhanced.「自然の好奇心を高める. 」(N11;25;3)
Toencouragecreatureandcriticalthinkiilg.Andfosterfurtherinterestinscience.「創造的
で批判的な思考を奨励し、科学に対する興味を助長する. 」(N20;9;3)
Teachingstudentstoquestionthings.Totryandexplainthem.「物事に疑問を抱くことを
生徒たちに教え、それらを試行し説明させようとする. 」(N21;9;3)
Thedevelopingofaninquisitiveandproblemsolvingmindandtheskillstocopewiththis.
「好奇心や問題解決の心やそれと協奏する技能を発達させる. 」(N24;11;2,
3)
Tounderstandourworldsothatwecanfeelconfortableinitwithoutdestroyingit.「破壊せ
ずに快適に生活できるように私たちの世界を理解する. 」(N27;29;2,3)
Observing,surmising,tinkering,investigating,reporting,modifying,communicationinvario
uswaysandkeepinganopenmind.「観察、推測、いじくりまわし、探究、報告、修
正、多様なコミュニケーション、偏見のない心を教える」(N30;15;2,3)
Investigatingthenaturalrelationshipsthatexistintheworldandhowmanhasmanipulated,h
arnessedandmodifiedthem.
「世界に存在する自然の関係や、人間がどのようにして
それらを巧みに扱い、利用し、修正してきたかを探究させる. 」(N35;5;2,
3)
(2)考察
両国の回答を比較して、日本とニュージーランドの理科教師のもっている子とも観に
根本的な違いがあるように見受けられる. 回答した日本の理科教師は子どもを大人の雛
形としてとらえ、大人の科学者にするために教師があれやこれやと手をかしていく,あ
るいは,そのために一方的に科学的概念を注ぎこむ対象として子どもをみている傾向が
あるのではないか. それに対して回答したニュ-ジーランドの理科教師は、子とも達が
科学概念を形成していく能力をもったひとりの人格としてとらえている傾向がうかがえ
る.また,ニュージーランドの理科教師のB]答では、学校で教える科学と学習者の日常
生活、科学的な考えと学習者の既有の科学的な概念とをリンクすることを援助し、学習
者に科学を構築させるという構成主義的科学観について触れた記述に特色が見られる.
3. 2. 4調査問題:(日本側のみ)
4 :なぜ理科教育は必要だと思いますか.
(1)応答轄果:
1)実用的知識の伝達と実利的功利的科学観
「現代の科学技術なしでは私達の生活は考えられない状況にある. また、常に新し
い技術が要求されたりしている. 日本は資源のほとんどない国なので、生き残って
いくためには科学技術の発達しか考えられない. 技術を生み出す基本は科学的知識
や科学の方法等をどれだけ多くの国民がどこまで把握しているかにかかっていると
思う. 」
・「国家、社会、家族、個人を守るために理科教育は必要である. 」
「人類の生活を豊かにするため. 」
「新しい道具や現象が見つけられたり、作られたりしている現在、基礎的な知識が
なければそれらと正しくつきあうことができない. 」
「人間生活をおこなっていく上で、科学的な知識は欠かせないものであるから. 身
のまわりの生物と接したり、ものを利用したりする上で科学はなくてはならない.
知識が無いと快適な生活が営めないのみならず、生命にもかかわってくるからすべ
ての生徒に対して理科は必要である. 」
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・「技術が社会で必要とされるとき科学が重要視される. 生活、技術のため科学が必
要. 人類社会が現在のように発展してきたのはその生産手段の開発が行われてきた
からである. 」
・「子ともたちが将来、社会に出て生活していく上で、科学的な基礎教養という意味
での基本的な科学に関する知識は必須のものであると考えられる. 」
「理科教育は、科学技術の進歩に対応して未来に生きる人間のために行われる必要
がある. 」
「理科を教えなければ、現在の科学技術は次の時代に伝わらないし、まったく一部
分の人しかわからなくなってしまうから. 」
「我々の次の世代を担う児童・生徒のために、将来に生きる人間のために理科教育
行われなければならないものである. 」
2)専門科学的能力の育成と探究としての科学観
「自然界における論理的思考能力を育てるものとして科学を教える教科として理科
がある. 」
「真理を追求する方法や態度を身につけ、自然を見つめなおすため. 」
「科学的なものの見方や考え方をつけさせるため. 」
・「どの場においても再現できる体系的知識を求めるため. 」
「自然を解明していく手だてを学ばせ、発明する喜びを味わわせるため. 」
「自然現象を見るとき、疑問や驚きを起こさせ、その根本を調べたりする態度を育
てるため. 」
3)科学の鑑賞と文化としての科学観
「人間が作り上げてきた科学的文化のエキスを伝えることが理科教育だと思う. 」
4)狭義の科学論的理解と自然の一つの見方としての科学観
・「私達人間は自然の中で生きており、適応しなから種の保存をおこなっている. よ
りよく種の保存を続けていこうと思えば、自然といかに適応していくかを考えなけ
ればならない. 白銀との適応方法をみいだすために理科教育があるのではないかと
思う. 」
「自然界に存在しているものの源を探るために理科は必要である. 」
「人間と自然との共存を考えさせるため. 」
「自然と人間がよりよく共存していくために科学的な見方や考え方を学習すること
は必要である. 」
・「自然と人間がよりよく共存していくために科学的な見方や考え方を学習すること
は必要である. 」
「知識を持つことによって自然界のあらゆるものに疑問を持ち、それを解決したり
理解するため. 」
5)社会的能力の育成と社会的存在としての科学観
「一般市民のための科学という意味での理科教育は必要である. 」
「現在の社会に生きるために理科教育は必要である. 」
6)科学批判的能力の育成とイデオロギー的正当化権能をも有する産業化された営み
としての科学観
「科学は人類にとって両刃の剣であり、人類はこれまでにしばしば科学の誤った使
い方をしてきた. もし理科という教科がなくなってしまえば、人類はさらに誤った
方向へと科学を使っていって、やがて自らの手で滅んでしまうと思う. だから常に
正しい方向付けをするために、理科教育は必要である. 」
31
(2)考察
理科教師が頭の中に描いている理科教育の必要性とその背後にある科学観に着目して
類型化してみると、日本の理科教師に関して以下の事柄が明らかになる.
まず第1に、科学を「役に立つもの」、生活の向上や産業の発達など、主として経済
的・社会的発展をもたらす原動力としての科学観を背景とする明治以来の知識や技術の
伝達に重点を置いて理科教育の目的をとらえている傾向が多く見られる.
次に多かったものとしては、科学を人間の知的探究活動としてとらえ、基本的な科学
概念や科学の方法を重視した科学観を背景として1960年代のアメリカのPSSC物
理やBSCS生物などを中心とした理科カリキュラム改革運動に象徴的にみられる生徒
自身が新しい知識を求める純粋科学の探究者養成として位置づける目的観である.
4.結論にかえて
科学観や理科教育の理念に関する回答結果から日本の理科教師は多くの内容を効率的
に子どもたちにわかりやすく教えることを重視し、理科教育の目的や科学観という問題
についてあまり深く考える機会を持って来なかったように推察される. 日本における多
くの理科授業のあり方についても17世紀のベーコン以来続けられてきた経験主義的な
科学の考え方が根底をなすと考えられ、次のような回答にそれらを垣間みることができ
る.「対象物をありのままに観る」、「イデオロギーを閑与させない」、「実証」、
「普遍性」、「論理的な思考」、「自然現象を客観的に観る冷静な視点」などである.
これらの記述は自然の中に埋もれている法則を単に発見するという素朴実在論的な自然
観に起因すると考えられる. また、科学の客観性が一般常識化し,1960年代のカリ
キュラム改革運動における探究学習が神格化されるに及んで、理科教師にとっては上記
したキーワードに基づく学習形態は疑う余地のないものとして受け入れられていったと
考えられる.
しかし、このような授業形態は、規約主義的科学観を基盤とする構成主義学習論から
すると疑問視されるところとなっている. たとえば、科学において重要な役割を持って
いる観察を例にとると、認識論の見地からデータは必ずしも客観的なものではなく、観
察者のもつ視点の枠組みや社会的な暗黙のうちのコンテキストを通して得られた主観的
なものであるという考え方があげられる(5)っまり、データの収集と解釈は観察者の既有
の知識や経験、また、社会的コンテキストからの影響を受けているという理由で、偏見
のない観察という概念は成立しなくなるのである.
また、科学的な研究の過程には、先
に述べたデータの解釈と同様に、研究者の試行錯誤による創造的で主観的な勘や予測が
多分に含まれていることがあげられる.
一方で実際の教育現場での問題解決活動において、問題解決はパタ-ン化され論理
的な段階を迫った科学の方法の習得に重点が置かれかちで、学習者は何故そのような実
験をするのかわからないまま単に作業をして,実験がおもしろかったで終わってしまう
こともある. この点において構成主義学習理論は、科学者のとった論理的な手法よりも
彼らの創造的な意味づけの過程を重視していると言える.
ターン,Tは単一の普遍的な科学の方法に対する考えを否定し、パラダイムと科学革
命の概念を提案した(6)ある時代の中では、科学者間の合意事項としての科学という特定
のパラダイムが使われており、科学者はその世界でのパラダイムの枠組みの中で活動し
ている.古いパラダイムの崩壊と新しいパラダイムの受容は科学革命につながる. 科学
は社会的な構成物であり、科学者の協議と意見の一致に対する暗黙的な同意の構成物で
あるという. この解釈からすれば、子どものパラダイムという意味での子どもの科学も
存在するはずであり、同じ科学用語を使っても、科学者と子どもではその中身が異なる
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ことも納得できる. ゆえに、子とも自身に科学的な世界をよりよく認識するためには、
自分のもつ世界の意味構成とは別の意味構成が可能であり,新しい意味構成のもとで自
分の世界を再構成させることが重要になってくる. そのためにも子ども達に自分の学習
をメタ認知させ、自分にとって理にかなった方法で試させ、その結果を自分の言葉で行
わせ、お互いの考えを発表しあうことによって共有させ、あるいは再構成させるような
場の保証が重要になってくる. しかし,残念ながら今回の回答全体からの傾向としては、
近年台頭してきたパラダイム理論をはじめとする規約主義的科学観がいまだに日本の理
科教育の現場には浸透していないように思われる.
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SUMMARY
ACOMPARISONOFTHEPHYLOSOPHYOFSCIENCEEDUCATION
BETWEENTHESCIENCETEACHERSINJAPANANDNEWZEAL.AND
-WithspecialemphasisonConstructivistview-
HyogoUniversity
ShinjiMatsumoto
NagaizumikitaJuniorHighSchool
TakanobuKano
ThepurposeofthisstudywastocomparethescienceeducationbetweenJapanandNew
ZealandinPrimaryandSecondaryschoollevel.InNewZealand,theseriesoftheScience
CurriculumimprovementstartedfromthePrimaryScienceSyllabus(1985)wasbasedonthe
constructivistviewpoint.
TheauthorstriedonthespotinvestigationinNewZealandandsurveyedscienceteachers
abouttheirteachingpracticeandcurriculumwiththeconstructivistview.
Theresultoftheanalysiswasasfollows:
ConstructivistviewofsciencewaspopularamangthescienceteachersinNewZealand.They
hadtendencytoratherstresstheproはssesofmakingsenseofchildren'sscientificworldfortheir
ownlearnni喝thanstressthoreticalknowledge.While, es ventee thc nturyBaconianviewof
sciencewaspopularinJapanesescienceteachers.Theytendtoseescienceasaformofenquiry
whichreliesoncontrolledobservationofnature,experimentationandinductionofgenerallaws.
Andtheyhavetendencytoteachscientificmethodasuniversalvalidityandscientificknowledge
aseternaltruthatschool.
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